
成長可能性に関する説明資料

平成26年12月

株式会社グランディーズ
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当社のこれまで
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1. 会社の概要

商 号 株式会社グランディーズ

（英文表記） ＧＲＡＮＤＥＳ，Ｉｎｃ．

所 在 地 大分市都町二丁目１番１０号

設立年月日 平成１８年１１月２２日

代 表 者 代表取締役社長 亀井 浩

資 本 金
２５７百万円

（平成26年12月22日現在）

業 種 分 類 不動産販売業

決 算 １２月末日
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上 場 市 場
東京証券取引所マザーズ

福岡証券取引所Ｑボード

発 行 済
株 式 総 数

１,２４８,７００株
（平成26年12月22日現在）

売 買 単 位 １００株

主 幹 事
証 券

エイチ・エス証券

会 計
監 査 人

三優監査法人

取 引 銀 行

伊予、大分、北九州
福岡、西日本シティ
宮崎、みらい信金
商工組合中央金庫



2. 会社の沿革

H18.11 大分市都町に設立

H19. 9 分譲マンションの販売を開始

H19.12 投資用マンションの販売を開始

H20. 4 グリーンシート銘柄に指定

H20. 5 建売住宅の販売を開始

H24.12 福岡証券取引所Ｑボードに上場

H25.10 宮崎営業所開設

H26.12 東京証券取引所マザーズに上場
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Ｈ20.4

グリーンシート

H24.12

福証Ｑボード

H26.12

東証マザーズ

H18.11

創業



3. 会社の現況と特色
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売上高 経常利益

 企業規模は小さい

売上高 １,４８５百万円

従業員数 １６名

 高収益体質・好業績

４期連続最高益

ＲＯＥ ４５.４％

 堅実経営

持たない経営

(完成在庫、借入金）
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① 主力事業は建売住宅販売！
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② 高収益体質・堅実経営！
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③ 取扱商品の特色／建売住宅

 小さな家（土地付２階建住宅）

土地 ３５坪～４５坪
延床面積 ８０㎡（３ＬＤＫ）

８６㎡（４ＬＤＫ）

 低価格・好品質

１,９９０万円以下
フラット３５Ｓ適合（等級４）
改正省エネ基準値クリア
耐震等級３相当

 高利益率、高回転率

8商品名／フォレクス



取扱商品の特色／投資マンション

立 地 地方都市の中心部

建 物
１５室～２０室（低層）
３２室～４０室（高層）

部 屋
タ イ プ

１ＬＤＫ～２Ｋ

品 質 分譲並み

価 格 帯 １億円～３億円

表 面
利 回 り

約８.０％

販 売
単 位

一棟売り

タ ー
ゲ ッ ト

個人富裕層
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商品名／レスコ



取扱商品の特色／分譲マンション

立 地 中心部に隣接する地域

建 物 ２０戸～３０戸程度

価 格 割安な価格

間 取 り ３ＬＤＫ・４ＬＤＫ

販 売 自社または一括

タ ー
ゲ ッ ト

第一次取得者層
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商品名／ラグジン



当社のこれから
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4. 今後の業界環境
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12① 小さな住まいの需要が増える！



② 人口は県庁所在地に集中する！
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③ 所得の二極化は一段と進む！



5. 自社の強みと可能性（建売住宅販売）

低価格の建売市場は底堅く推移する

低価格（年収300万円でも購入可能、現

在の家賃で買える）の魅力は色あせな

い。地方の所得は伸び悩み、住宅価格の

二極化が一段と進む。震災の経験や消費

増税で高額の住宅を敬遠する機運が高ま

る。

競合は少なくなる

建売市場の競合先は専ら地場業者。等し

く建設費の高騰や消費増税で痛手を被

り、一部は低価格市場から離脱の動きを

見せる。

確たる優位性がある

フォレクスの省エネ性能や耐震性

はちょっとした注文住宅並み。価

格対品質は地場の住宅とは格段の

差。業務の標準化と低コスト化、

住宅のプロトタイプ化で高利益率

と高回転率、在庫リスクの最小化

を実現。地方の住宅販売における

ニッチトップを目指す。

14



自社の強みと可能性（投資マンション販売）

投資マンション市場は底堅い

相続税の改正が富裕層の購入意欲を

刺激する。収益性の高い物件に根強

い需要が続く。

競合は少ない

賃貸マンションを収益物件（商品）

として開発し、一棟単位で販売する

地場業者は少ない。遊休土地の活用

が目的で賃貸住宅を建てるアパマン

経営は増加しているが競合はしな

い。

優位性がある

レスコは中心部の好立地にあり、

外観や設備・仕様は分譲マンショ

ン並み。女性に人気が高く入居率

も高い。価格がお手頃なうえに、

表面利回りも８％前後と高い。待

機組（購入希望者）が徐々に増え

てきている。出口戦略を強化し、

少しづつ広域に展開する。
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6. 成長に向けて

H26年12月期

H27年12月期

H28年12月期
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 堅実から成長へギアチェンジ！

「稼ぐ力を底上げする」

◎ 拠点展開を加速する！

（九州・中四国の中核都市）

“リージョナル・ビルダー”へ！

◎ 収益基盤に厚みをつける！

（第１の矢＝建売住宅販売）

（第２の矢＝投資マンション販売）

建売（大分）
〃 （宮崎）

投資・分譲マンション



今期予想

H25年12月期
H26年12月期

前年比
前回予想 今回予想

売 上 高 1,485 2,200 2,200 148.1

営 業 利 益 253 270 285 112.4

経 常 利 益 253 270 285 112.3

当期純利益 151 165 173 113.9

Ｅ Ｐ Ｓ 146.74 ― 165.12 ―
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（百万円、％）

※ＥＰＳは期中平均株式数で算出



本資料は、投資家の皆様への情報提供を目的として作成

したものです。作成にあたっては細心の注意を払っている

つもりですが、将来の予想等に関する記述については当社

の予測や目標、独自分析に基づいたものであり、正確性や

信頼性、実現性を保証するものではありません。不確実な

ものであることをご承知ください。
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